
Fig. 2 (a) Spectrum of supercontinuum, (b)-(d) RF beat signals at (b) 1064 nm, (c) 1550 nm, and (d) 1680 nm.  
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はじめに：光周波数コムを用いた精密分光では，コヒーレントでスペクトル形状の優れた光周波

数コムが有用である．本研究ではファイバーレーザーコムを位相同期により安定化し，そ

の出力からコヒーレントで平坦性の高い広帯域光周波数コムの生成を行った．またバラ

ンス型ヘテロダインビート検出等により，生成した SC のコム構造や強度雑音，および長

距離伝送特性の評価を行った．  

研究方法及び結果：本研究の実験構成を Fig. 1 に示

す．安定化されたファイバーレーザーコム出力を

シミラリトン増幅器で増幅し，分散補償した．得

られた高強度超短パルスを正常分散高非線形フ

ァイバに入射し，Fig. 2 (a)に示すような 1 オクタ

ーブの拡がりを持つスーパーコンティニューム

光(SC)を生成した．広い帯域で微細構造のない平坦性に

優れたスペクトルが得られた．次に cw-LD を用いてヘテロダイン検出を行い，生成した

SCのコム構造や強度雑音の評価を行った．Fig.2 (b)-(d)に測定した RFビート信号を示す，

各波長帯において SN 比約 30 dB 以上の RFビートが観測された．また強度雑音成分は観

測されなかった．最後に，キャンパス内に敷設した 1.4 km の光ファイバ伝送路を用いた

長距離伝送実験では，特性を保持したままコムの伝送が行えていることを確認した．  
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Fig. 1 Experimental setup 

第77回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2016 朱鷺メッセ (新潟県新潟市))15a-C301-1 

© 2016年 応用物理学会 100000000-048


